
１
　
研
究
の
目
的
と
方
法

現
代
語
表
記
を
内
省
し
て
も
分
か
る
通
り
、
日
本
語
の
表
記
法
は
一
様
で
な

い
。
現
代
語
表
記
の
場
合
は
、
漢
字
・
平
仮
名
・
片
仮
名
・
ロ
ー
マ
字
の
い
ず

れ
で
表
記
す
る
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
、
語
の
意
味
内
容
に
関
与
し
て
い
く
。

語
に
よ
っ
て
は
、
ど
の
漢
字
を
用
い
る
か
と
い
う
選
択
が
そ
こ
に
加
わ
る
場
合

が
あ
る
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
用
い
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
も
、
表
記

の
選
択
に
関
与
し
て
い
る
。

使
用
す
る
文
字
の
種
類
の
多
少
は
あ
る
に
せ
よ
、
日
本
語
文
の
書
記
が
始
ま

っ
た
当
初
か
ら
こ
う
し
た
選
択
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
日

本
語
文
は
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
用
字
法

に
基
づ
い
て
語
の
表
記
が
行
わ
れ
た
か
と
い
う
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

院
政
・
鎌
倉
時
代
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
品
詞
に
着
目
し
た
り
、
語
に
着
目

し
た
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た＊

１

。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
四
段
活
用
動
詞
「
ア
フ
」

＊
２

に
つ
い
て
も
、
磯
貝
淳
一
氏
の
ご
研
究
が
あ
る＊

３

。

本
稿
の
筆
者
も
、
鈴
鹿
本
「
今
昔
物
語
集
」
や
平
家
物
語
諸
本
な
ど
の
個
別

資
料
に
お
け
る
四
段
活
用
動
詞
「
ア
フ
」
の
用
字
法
を
検
討
し
て
き
た＊

４

。
そ

の
結
果
、
一
資
料
中
で
あ
っ
て
も
、
表
記
と
意
味
用
法
が
、
い
ち
い
ち
対
応
し

て
い
な
い
と
い
う
結
論
を
得
た
。

本
稿
で
は
、
調
査
の
範
囲
を
院
政
・
鎌
倉
時
代＊

５

に
書
写
さ
れ
た
資
料
に
拡

げ
、
仮
名
表
記
例
を
含
め＊

６

、
四
段
活
用
動
詞
「
ア
フ
」
に
用
い
ら
れ
る
表
記
を

調
査
し
、
表
記
と
意
味
用
法
に
、
ま
た
表
記
と
そ
れ
を
使
用
す
る
資
料
と
の
間

に
、
ど
の
よ
う
な
相
関
性
が
あ
る
の
か
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
個
別
の
資
料

に
見
ら
れ
る
特
徴
を
超
え
て
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
四
段
活
用
動
詞

「
ア
フ
」
の
用
字
法
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
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２
　
対
象
資
料
に
お
け
る
四
段
活
用
動
詞
「
ア
フ
」
の

用
字
法
に
つ
い
て

2.1

調
査
資
料

本
項
で
は
、
調
査
し
た
資
料
、
お
よ
び
、
四
段
活
用
動
詞
「
ア
フ
」
の
用
例

の
う
ち
ど
の
よ
う
な
例
を
考
察
対
象
と
し
た
か
述
べ
る
。

ま
ず
、
本
稿
で
調
査
し
た
資
料
を
掲
げ
る
（
書
名
は
新
字
体
に
改
め
て
、
五

十
音
順
に
掲
載
す
る
）。

京
都
国
立
博
物
館
蔵
「
打
聞
集
」・
梅
沢
本
「
栄
花
物
語
」・
最
明
寺
本

「
往
生
要
集
」・
高
野
山
西
南
院
蔵
「
往
生
要
集
断
簡
」・
高
野
山
西
南
院

蔵
「
和
泉
往
来
」・
浄
福
寺
本
「
仮
名
書
き
往
生
要
集
」・
知
恩
院
蔵
本

「
仮
名
書
き
観
無
量
寿
経
」・
徳
川
美
術
館
、
五
島
美
術
館
他
蔵
「
源
氏
物

語
絵
巻
」・
尊
経
閣
文
庫
本
「
江
談
抄
」・
高
山
寺
本
「
古
往
来
」・
東
京

国
立
博
物
館
蔵
「
古
今
和
歌
集
（
元
永
本
）」・
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
極

楽
願
往
生
歌
」・
梅
沢
本
「
古
本
説
話
集
」・
鈴
鹿
本
「
今
昔
物
語
集
」・

真
福
寺
本
「
三
外
往
生
伝
」・
中
山
法
華
経
寺
本
「
三
教
指
帰
注
」・
名
古

屋
市
博
物
館
蔵
「
三
宝
絵
」・
観
智
院
本
「
三
宝
絵
詞
」・
真
福
寺
本
「
拾

遺
往
生
伝
」・
高
山
寺
本
「
十
无
尽
院
舎
利
講
式
」・
真
福
寺
本
「
将
門

記
」・
真
福
寺
本
「
続
本
朝
往
生
伝
」・
専
修
寺
蔵
「
選
択
本
願
念
仏
集
延

書
」・
観
智
院
本
「
注
好
撰
」・
尊
経
閣
文
庫
蔵
「
日
本
往
生
極
楽
記
」・

金
沢
文
庫
本
「
仏
教
説
話
集
」・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
宝
物
集
」・
法
隆
寺

蔵
「
法
華
百
座
聞
書
抄
」・
真
福
寺
本
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」・
久
遠
寺
本

「
本
朝
文
粋
」・
東
洋
文
庫
蔵
「
明
恵
上
人
歌
集
」

次
に
、
考
察
対
象
と
し
た
用
例
の
条
件
に
つ
い
て
述
べ
る
。

本
稿
で
は
、
四
段
活
用
動
詞
「
ア
フ
」
の
用
例
の
う
ち
、
一
文
中
で
〈
逢

会
〉〈
遇
機
〉〈
合
致
〉
な
ど
の
意
味
用
法
と
し
て
使
用
さ
れ
る
本
動
詞
例
を
考

察
の
対
象
と
し
、
複
合
語
の
前
・
後
部
要
素
と
し
て
使
用
さ
れ
る
例
は
除
外
し

た
。
ま
た
訓
点
資
料
に
お
い
て
は
、
四
段
活
用
動
詞
「
ア
フ
」
の
活
用
形
が
付

訓
さ
れ
て
い
る
例
の
み
を
考
察
の
対
象
と
し
た
。
た
だ
し
、
当
該
字
に
訓
点
が

な
い
場
合
で
も
、
訓
読
し
た
と
き
に
与
格
を
上
接
す
る
例
や
、
他
に
「
ア
フ
」

と
付
訓
す
る
類
例
が
存
在
す
る
場
合
は
、
考
察
の
対
象
と
し
た
。
他
に
「
ア

フ
」
と
付
訓
す
る
例
が
あ
る
漢
字
で
も
、
当
該
例
に
お
い
て
別
の
和
語
が
付
さ

れ
て
い
た
り
、
漢
語
サ
変
動
詞
と
し
て
訓
読
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
例
は

除
外
し
た
。
具
体
的
な
用
例
は
次
項
に
掲
げ
る
。

2.2

漢
字
表
記
と
意
味
用
法
の
相
関
性
に
つ
い
て
の
検
討

2.1
で
掲
げ
た
資
料
を
調
査
し
て
み
る
と
、
漢
字
表
記
と
し
て
「
値
」（
一
五

二
例
）、「
遇
」（
一
三
六
例
）、「
逢
」（
六
七
例
）、「
會
」（
六
五
例
）、「
遭
」

（
二
五
例
）、「
合
」（
二
一
例
）、「
相
」（
一
一
例
）、「
對
」（
四
例
）、「
遘
」

（
一
例
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
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本
項
で
は
、
漢
字
表
記
例
の
意
味
用
法
と
し
て
複
数
の
資
料
で
用
例
が
確
認

で
き
る
〈
逢
会
〉〈
遇
機
〉〈
合
致
〉
に
つ
い
て
、
漢
字
表
記
と
意
味
用
法
に
ど

の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
を
検
討
す
る
。

a
〈
逢
会
〉

人
・
人
以
外
の
有
生
物
・
無
生
物
を
補
語
に
取
り
、
そ
れ
ら
に
出
会
い
あ
た

る
こ
と
を
意
味
す
る
用
例
を
こ
れ
に
分
類
し
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
で

は
、「
値
」「
遇
」「
逢
」「
會
」「
合
」「
遭
」「
相
」「
對
」
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。
以
下
、
用
例
を
示
す＊

７

。

①
夫
　
海
ノ
岸
ニ
行
テ
彼
ノ
猿
ニ
―値
テ
云
フ
（
今
昔
物
語
集
・
巻
五
）

②
其
ノ
手
ノ
主
ニ
―合
ハ
ム
ト
思
フ
（
今
昔
物
語
集
・
巻
一
〇
）

③
山
ノ
中
ニ
行
人
有
リ
　
尋
テ
是
ニ
―會
ヌ
（
三
宝
絵
詞
・
上
）

④
此
ノ
和
尚
ニ

ア
ヒ―對

ニ
天
竺
ヨ
リ
渡
僧
聞
テ
申
（
打
聞
集
）

⑤
僧
侶
纔
五
六
人
・
タ
マ適く－ ア
フ―遇て

洛
陽
中に

（
本
朝
文
粋
・
巻
一
〇
・
詩
序
）

⑥
適
―値
友
人
相
語
曰
（
本
朝
新
修
往
生
伝
）

⑦
サ
テ
　
此
經
ヲ
貴
テ
　
鬼
―相
テ
讀
カ
ケ
給
ナ
リ
ケ
リ
（
打
聞
集
）

⑧
覚
大
師
　
―合
破
滅
之
使
（
打
聞
集
）

⑨
是
即
持
戒
比
丘
也
道
―逢
賊
（
注
好
撰
）

⑩
男
女
ノ
家
ニ
行
テ
―會
ニ
ケ
リ
（
今
昔
物
語
集
・
巻
二
九
）

⑪
伉
儷
云
ハ
男
ヤ
モ
メ
女
ヤ
モ
メ
二
人
―相
テ
ト
ツ
キ
セ
サ
ル
不
思
議
ノ
事

也
（
三
教
指
帰
注
）

⑫
即
密
ニ
―遭
テ
傍
男
ニ
自
送
ル
年
序
ヲ
（
注
好
撰
）

⑬
僧
祇
律
云
昔
有
烏
―合
キ
一
ノ
雉
交
通
シ
テ
令
ム
生
子
ヲ
（
注
好
撰
）

⑭
蓮
華
色
カ
戯
ニ
尼
ノ
衣
ヲ
服
ケ
ル
ハ
其
力
ニ
今
佛
ニ
奉
―遇
レ
リ
（
三
宝

絵
詞
・
上
）

⑮
今
日
乃
至
―値
我
得
道
（
仏
教
説
話
集
）

ま
ず
、
①
か
ら
④
は
動
作
主
が
意
志
的
に
逢
会
す
る
用
例
で
あ
る
。
資
料
に

よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
漢
字
表
記
が
異
な
る
。
同
一
の
資
料
で
あ
っ
て
も
、
①
②

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
表
記
が
異
な
る
。

⑤
か
ら
⑨
は
動
作
主
が
た
ま
た
ま
逢
会
す
る
用
例
で
あ
る
。
現
代
語
表
記
で

は
、「
遇
」
が
主
に
用
い
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
の
中
で
は
、

用
例
に
示
す
通
り
、
必
ず
し
も
「
遇
」
が
用
い
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ

に
つ
い
て
も
、
使
用
さ
れ
る
漢
字
表
記
が
異
な
る
。

⑩
か
ら
⑫
は
男
女
が
逢
会
す
る
（
＝
結
婚
す
る
）
用
例
で
あ
る
。
現
代
語
表

記
で
は
「
逢
」
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
現
代
語
表
記
と
異
な
る
表
記
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
⑬
は
そ
の
類
例
で
、「
烏
」（
＝
雄
）
と
「
雉
」（
＝
雌
）

が
逢
会
し
て
子
を
成
す
と
い
う
用
例
で
あ
る
。

⑭
⑮
は
「
仏
」
に
逢
会
す
る
用
例
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
で

は
、
特
に
今
昔
物
語
集
に
お
い
て
仏
と
出
会
う
場
面
で
「
値
」
を
使
用
す
る
こ

と
が
多
い
こ
と
が
確
認
で
き
た＊

８

。
こ
れ
は
仏
縁
の
あ
る
も
の
に
出
会
う
こ
と

を
示
す
「
値
遇
」
と
い
う
語
が
想
起
さ
れ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
他

の
例
で
も
示
す
通
り
、「
値
」
は
「
仏
」
に
逢
会
す
る
場
合
に
の
み
使
用
さ
れ
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る
わ
け
で
は
な
い
。

b
〈
遇
機
〉

よ
い
出
来
事
や
悪
い
出
来
事
に
遭
遇
す
る
意
味
を
表
す
場
合
や
、「
日
」「
時
」

な
ど
の
時
節
の
ほ
か
、「
仏
教
」
や
「
教
法
」
な
ど
を
補
語
に
取
る
用
例
を
こ

れ
に
分
類
し
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
で
は
、「
値
」「
遇
」「
逢
」「
會
」

「
遭
」「
遘
」＊

９

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。〈
逢
会
〉
で
使
用
さ
れ
る
漢
字
表
記
と
比

較
し
て
み
る
と
、
複
数
の
資
料
で
見
ら
れ
る
表
記
の
う
ち
「
相
」「
合
」
が
〈
遇

機
〉
で
は
用
い
ら
れ
な
い
。
以
下
、
用
例
を
示
す
。

①
サ幸に
ア
フ―遇て

淳
化
之
年

に
エ
タ得
リ
ハ
ル賜
コ
ト
ヲ

延
齢
之
物

を・（
本
朝
文
粋
・
巻
一
一
・
詩

序
）

②
其
ノ
A
ニ
不
預
ス
シ
テ
遂
ニ
大
平
ニ
―値
テ
冨
貴
ニ
可
至
キ
也
（
今
昔
物

語
集
・
巻
七
）

③
人
若
シ
急
難
ニ
―値
ハ
ム
時
ハ
心
ヲ
静
テ
（
今
昔
物
語
集
・
巻
一
二
）

④
悲
キ
死
ノ
尅
ニ
不
―會
ナ
リ
ヌ
ル
事
（
今
昔
物
語
集
・
巻
二
九
）

⑤
今
此
ノ
苦
シ
ヒ
ニ
―會
ヌ
ラ
ム
（
三
宝
絵
詞
・
上
）

⑥
我
前
生
ニ
何
罪
ヲ
造
テ
今
此
大
苦
ニ
―遭
ル
（
仏
教
説
話
集
）

⑦
或
詣
熊
野
山
一
―逢
洪
水
一
得
奇
舟
一（
拾
遺
往
生
伝
）

⑧
今コ

ト
シ年
ア
ヒ―遭

洪
水に

ア
フ―遭

大
旱

に（
本
朝
文
粋
・
巻
一
三
・
願
文
）

⑨
此ノ

中
有リ

ホ屠フ
リ

牛ヲ
一

ヒ
販サ

ク

鶏ヲ
一
者
―逢
テ

善
知
識

ニ
一
十
念
往
生セ

リ

（
日
本
往
生
極

楽
記
）

⑩
臨
終
剋
―逢
善
知
識
僧
宝
増
（
続
本
朝
往
生
伝
）

⑪
臨
終
之
時
―値
善
知
識
讃
歎
佛
徳
助
往
生
儀
（
新
修
本
朝
往
生
伝
）

⑫
此
日
―遇
善
知
識
念
弥
陀
（
新
修
本
朝
往
生
伝
）

⑬
亦

―値
ア
ヘ
ル
コ
ト

仏
教

ニ

シ猶
コ
ト
シ

一
眼

ノ

亀
ア
へ値
ラ
ム
カ
ウ
キ浮

木
ノ

孔ア
ナ
ニ（

往
生
要
集
）＊

10

⑭
縦
ヒ
セ
ル具
ト
モ

諸
根

ヲ
フ
コ―遇ト

仏
教

ニ

亦
難

シ

縦
ヒ
ヘ
レ―遇ト
モ

仏
教

ニ

生ナ
ス
コ
ト

信
心

ヲ

亦
難

シ（
往
生

要
集
）

ま
ず
、
①
②
は
よ
い
時
節
に
遭
遇
す
る
用
例
で
あ
る
。
③
④
は
②
と
同
じ
資

料
で
、
悪
い
出
来
事
・
時
節
に
遭
遇
す
る
用
例
で
あ
る
。
②
③
に
は
同
じ
漢
字

表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
来
事
に
対
す
る
好
悪
と
漢
字
表
記
が

対
応
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

つ
ぎ
に
、
⑤
⑥
は
「
苦
」
に
、
⑦
⑧
は
「
洪
水
」
に
遭
遇
す
る
例
で
あ
る
。

各
例
で
示
す
通
り
、
資
料
に
よ
っ
て
漢
字
表
記
が
異
な
っ
て
お
り
、
遭
遇
す
る

対
象
と
漢
字
表
記
が
対
応
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

最
後
に
、
⑨
か
ら
⑭
に
つ
い
て
で
あ
る
。〈
逢
会
〉
の
用
例
の
中
で
、
仏
縁

の
あ
る
も
の
に
出
会
う
場
合
に
「
値
遇
」
が
想
起
さ
れ
る
こ
と
で
「
値
」
が
用

い
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。〈
遇
機
〉
の
な
か
に
も
、「
善
知
識
」「
仏

教
」
な
ど
、
仏
教
に
関
わ
る
も
の
と
遭
遇
す
る
用
例
が
あ
り
、
そ
の
場
合
に

「
値
」
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
⑩
の
よ
う
に
別
の
漢
字
表
記
を
用

い
る
資
料
も
あ
る＊

11

こ
と
か
ら
、
仏
教
的
な
文
脈
と
「
値
」
が
完
全
に
結
び
つ
い

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
⑪
⑫
と
⑬
⑭
で
示
す

よ
う
に
、
同
一
の
資
料
に
お
い
て
同
一
の
対
象
に
遭
遇
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
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同
じ
漢
字
表
記
を
用
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

c
〈
合
致
〉

複
数
の
も
の
が
一
つ
に
あ
わ
さ
る
こ
と
を
意
味
す
る
用
例
を
こ
れ
に
分
類
し

た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
で
は
、〈
逢
会
〉〈
遇
機
〉
と
比
べ
、
用
例
が
少

な
く
、
す
べ
て
の
例
で
「
合
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
日
本
漢
文
で
書
記

さ
れ
た
資
料
の
う
ち
、「
合
」
が
用
い
ら
れ
る
資
料
（
拾
遺
往
生
伝
・
本
朝
文

粋
・
往
生
要
集
・
古
往
来
）
で
は
、
全
例
が
〈
合
致
〉
の
用
法
で
あ
っ
た
。
①

か
ら
④
に
示
す
用
例
で
あ
る
。

①
夫

レ

交マ
シ
ハ
リ

者
無

シ

隔ツ
ル
こ
と

一
古
今

を
一
不
限
老
少

を
一
志

の

―合
ア
フ
ト
キ
ン
ハ

則
千
載
早
暮

ナ
リ

（
本
朝
文
粋
・
巻
一
〇
・
詩
序
）

②
悪
鳥
（
中
略
）
放

ハ
ナ
チ

之
ヲ

如ク
シ
テ

石
ノ

墜ツ
ル
ヲ
ツ

地チ
ニ

砕
ケ
テ

為ナ
ス

百
分

ト

砕
ケ

已ハ
テ

複
―合ア
ヒ
ヌ

（
往
生

要
集
）

③
壇
越

ヲ

以モ
ヒ

為ミ
ル
ニ

此
言
与
夢
―合
矣
（
拾
遺
往
生
伝
）

④
是
則
口
付ツ

キ
ノ

下
人ニ
五
加
一
誡イ

マ
シ
メ
ヲ

之
間ニ

置ヲ
イ
テ

五
不サ

ル

―合ア
ハ

一
鞍ヲ
一一一一（
古
往
来
）

⑤
蘇
規
カ
半
鏡
ニ
―合
フ
事
沙
ノ
如
シ
（
今
昔
物
語
集
・
巻
一
〇
）

⑥
半
鏡
飛
蘇
規カ

所ニ

来テ

而

―合コ
ト

如
約ノ

矣
（
注
好
撰
）

⑤
⑥
は
、
今
昔
物
語
集
と
注
好
撰
の
同
文
箇
所
で
あ
る
。
①
か
ら
④
で
挙
げ

た
資
料
と
は
異
な
り
、
両
資
料
で
は
〈
逢
会
〉
の
用
法
に
「
合
」
が
使
用
さ
れ

る
例
（
今
昔
物
語
集
に
つ
い
て
は
〈
逢
会
〉
②
、
注
好
撰
に
つ
い
て
は
〈
逢

会
〉
⑬
で
示
す
）
が
あ
る
。
ま
た
、「
合
」
で
〈
逢
会
〉
で
あ
る
例
は
打
聞
集

に
も
存
す
る
（〈
逢
会
〉
⑧
で
示
す
）。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
全
て
の

「
合
」
が
〈
合
致
〉
の
用
法
と
結
び
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ

と
が
分
か
る＊

12

。

以
上
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
に
見
ら
れ
る
〈
逢
会
〉〈
遇
機
〉〈
合
致
〉

に
つ
い
て
、
用
例
と
意
味
用
法
を
確
認
し
た
。

〈
逢
会
〉
で
は
、「
値
」「
遇
」「
逢
」「
會
」「
合
」「
遭
」「
相
」「
對
」
が
用

い
ら
れ
、〈
遇
機
〉
で
は
、「
値
」「
遇
」「
逢
」「
會
」「
遭
」「
遘
」
が
用
い
ら

れ
る
。
複
数
の
資
料
で
使
用
さ
れ
る
漢
字
表
記
は
、〈
逢
会
〉
の
用
法
で
使
用

さ
れ
る
漢
字
表
記
の
方
が
種
類
が
多
い
が
、
ど
ち
ら
の
用
法
も
、
漢
字
表
記
と

の
間
に
明
確
な
相
関
性
が
見
出
せ
な
い
。〈
合
致
〉
は
、
全
例
が
「
合
」
で
あ

る
が
、
資
料
に
よ
っ
て
は
「
合
」
を
他
の
用
法
で
用
い
る
例
も
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、〈
合
致
〉
に
つ
い
て
も
「
合
」
で
表
記
す
る
と
い
う
原
則
を
有
す
る
資

料
も
存
す
る
が
（
特
に
日
本
漢
文
で
書
記
さ
れ
た
資
料
で
そ
の
傾
向
が
認
め
ら

れ
る
）、
現
代
語
表
記
の
よ
う
な
明
確
な
用
字
法
が
見
出
せ
な
い
こ
と
が
分
か

っ
た
。

2.3

第
一
位
表
記
と
資
料
の
相
関
性
に
つ
い
て
の
検
討

前
項
で
示
し
た
よ
う
に
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
で
は
、
四
段
活
用
動
詞

「
ア
フ
」
の
漢
字
表
記
と
意
味
用
法
に
密
接
な
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
よ

う
で
あ
る
。
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で
は
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
四
段
活
用
動
詞
「
ア
フ
」
に
用
い
ら
れ
る
表
記

と
そ
れ
を
用
い
る
資
料
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
各
資
料

に
お
い
て
最
も
多
用
さ
れ
る
表
記
（
以
下
、
こ
れ
を
第
一
位
表
記
と
い
う
）
の

観
点
か
ら
考
え
て
み
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
た
漢
字
は
、
用
例
数
の
多

い
順
に
、「
値
」「
遇
」「
逢
」「
會
」「
遭
」「
合
」「
相
」「
對
」「
遘
」
で
あ
っ

た
。
本
稿
で
は
、
さ
ら
に
片
仮
名
と
平
仮
名
を
加
え
て
考
察
す
る
。

ま
ず
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
全
て
の
資
料
を
第
一
位
表
記
ご
と
に
整
理
し
、

「
ア
フ
」
全
例
に
占
め
る
第
一
位
表
記
の
割
合
が
高
い
順
に
並
べ
て
み
よ
う
。

な
お
、
観
智
院
本
「
三
宝
絵
詞
」
に
つ
い
て
は
、
上
巻
と
中
・
下
巻
で
表
記
形

式
が
異
な
る
た
め
、
両
者
を
区
別
す
る
。

【
表
】
対
象
資
料
に
お
け
る
四
段
活
用
動
詞
「
ア
フ
」
の
表
記

― 16―

「
遇
」
が

第
一
位
表
記

「
値
」
が

第
一
位
表
記

ヘ
拾
遺
往
生
伝

ホ
江
談
抄

ニ
三
外
往
生
伝

ハ
仏
教
説
話
集

ロ
十
无
尽
院
舎
利
講
式

イ
今
昔
物
語
集

資
料

表
記

2 6 4 119 値

11 1 1 1 2 13 遇

2 1 逢

1 52 會

1 2 1 遭

2 10 合

1 相

對

遘

2 1 片仮名

平仮名

18 1 1 12 6 198 合計

平
仮
名
が

第
一
位
表
記

片
仮
名
が

第
一
位
表
記

「
會
」
が

第
一
位
表
記

「
逢
」
が

第
一
位
表
記

「
遇
」
が

第
一
位
表
記

ウ
仮
名
書
き
往
生
要
集

ム
宝
物
集

ラ
栄
花
物
語

ナ
三
宝
絵
詞
中
・
下
巻

ネ
極
楽
願
往
生
歌

ツ
明
恵
上
人
歌
集

ソ
選
択
本
願
念
仏
集
延
書

レ
法
華
百
座
聞
書
抄

タ
三
宝
絵
詞
・
上
巻

ヨ
注
好
撰

カ
続
本
朝
往
生
伝

ワ
将
門
記

ヲ
古
往
来

ル
往
生
要
集

ヌ
和
泉
往
来

リ
本
朝
新
修
往
生
伝

チ
本
朝
文
粋

ト
日
本
往
生
極
楽
記

1 1 7 1 7 4

2 1 3 4 2 10 1 10 64 6

11 3 3 2 3 2 36 1

2 1 1 1 2 2 2

5 2 1 12

3 1 2 2

1 1 2

1

27 1 3 5 8

12 13 48

12 13 48 29 1 3 5 8 5 25 4 12 5 25 2 19 121 9



【
表
】
よ
り
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
は
、「
値
」
が
第
一
位
表
記
の
資

料
、「
遇
」
が
第
一
位
表
記
の
資
料
、「
逢
」
が
第
一
位
表
記
の
資
料
、「
會
」

が
第
一
位
表
記
の
資
料
、
片
仮
名
が
第
一
位
表
記
の
資
料
、
平
仮
名
が
第
一
位

表
記
の
資
料
、
二
種
類
の
表
記
が
同
数
用
い
ら
れ
る
資
料＊

13

に
分
類
で
き
る
。
そ

し
て
、「
遭
」「
合
」「
遘
」
は
、
複
数
の
漢
字
を
表
記
に
使
用
す
る
資
料
で
用

い
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
一
資
料
中
で
第
一
位
表
記
と
し
て
使
用
さ
れ
な

い
こ
と
が
分
か
っ
た＊

14

。

で
は
、
表
記
と
そ
れ
を
第
一
位
表
記
と
す
る
資
料
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、（
¡
）「
値
」、（
™
）「
遇
」、（
£
）「
逢
」、（
¢
）

「
會
」、（
∞

）
片
仮
名
、（
§

）
平
仮
名
に
つ
い
て
、
各
表
記
が
第
一
位
表
記

で
あ
る
資
料
の
特
徴
を
表
記
体
と
内
容
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

（
¡
）「
値
」
が
第
一
位
表
記
で
あ
る
資
料
に
つ
い
て

【
表
】
中
、
イ
・
ロ
・
ハ
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
イ
・
ハ
は
漢
字
片
仮
名
交

じ
り
宣
命
体
で
書
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ロ
は
日
本
漢
文
で
書
記
さ
れ
た
講
式

で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
人
物
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
は
と
も
か

く
、
内
容
的
に
は
仏
教
関
係
の
資
料
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る＊

15

。

【
表
】
か
ら
分
か
る
通
り
、
イ
は
「
値
」
を
用
い
る
場
合
が
、
他
に
比
べ
て

多
く
、
集
の
全
体
に
亘
っ
て
「
値
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
依
拠
資

料
の
表
記
を
踏
襲
し
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
先
行
研
究
に
従
っ
て
イ
の
依
拠

資
料
を
仮
定
し
、
同
時
代
に
書
写
さ
れ
た
資
料
や
大
蔵
経
の
本
文
と
比
較
し
て

み
る
。

ま
ず
、
依
拠
資
料
が
確
認
で
き
る
八
九
例
の
う
ち
、
依
拠
資
料
で
も
「
値
」

で
表
記
さ
れ
る
例
が
一
三
例
（
巻
二
が
一
一
例
、
巻
一
二
が
二
例
）
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
依
拠
資
料
で
「
値
遇
」
と
表
記
さ
れ
る
例
が
二
例
、「
値
遭
」
と

表
記
さ
れ
る
例
が
四
例
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、「
ア
フ
」
と
訓
読
し
う
る
別
の
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
箇
所
は

一
六
例
（「
遇
」
が
九
例
、「
逢
」
が
五
例
、「
遭
」
が
二
例
）
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
イ
の
編
著
者
に
よ
っ
て
、
表
記
が
「
値
」
に
改
め
ら
れ
た

可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
ま
た
五
四
例
に
つ
い
て
は
、
依
拠
資
料
に
「
ア
フ
」

と
訓
読
し
う
る
表
現
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
箇
所
に
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総
　
　
計

二
種
類
の

表
記
が
同
数

あ
る

平
仮
名
が

第
一
位
表
記

フ
打
聞
集

ケ
三
教
指
帰
注

マ
古
本
説
話
集

ヤ
古
今
和
歌
集（
元
永
本
）

ク
源
氏
物
語
絵
巻

オ
往
生
要
集
断
簡

ノ
仮
名
書
き
観
無
量
寿
経

ヰ
三
宝
絵

152

136 1 3

67 3

65 1

25 1

21 1

11 4 2

４ 4

１

52 3 2

186 21 73 2 3 6 8

720 12 5 23 79 2 3 6 8



つ
い
て
は
、
改
変
さ
れ
た
り
増
補
さ
れ
た
り
し
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
で
あ
る
。

右
を
ま
と
め
る
と
、
イ
に
お
い
て
、「
値
」
の
表
記
を
依
拠
資
料
か
ら
そ
の

ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
箇
所
は
、
全
体
の
一
五

（
熟
語
を
含
め
て
も
二
一

）

程
度
で
、
そ
の
他
の
箇
所
は
別
表
記
が
使
用
さ
れ
て
い
た
り
、
依
拠
資
料
に
該

当
表
現
が
な
い
箇
所
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
特
に
依
拠
資
料
の
表
現
を
踏
襲
し

た
た
め
に
、「
値
」
が
多
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
™
）「
遇
」
が
第
一
位
表
記
で
あ
る
資
料
に
つ
い
て

【
表
】
中
、
ニ
か
ら
ワ
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
つ
ま
り
、
今
回
調
査
し
た
資

料
の
中
で
は
ロ
・
カ
・
ヨ
以
外
の
日
本
漢
文
資
料
が
こ
れ
に
該
当
し
て
い
る
。

【
表
】
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
ニ
か
ら
ワ
は
他
の
表
記
も
併
用
し
て
い
る
。

し
か
し
、
表
記
と
意
味
用
法
の
区
別
が
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と

は
、
2.2
で
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
意
味
用
法
の
区
別
と
表
記
の
区
別
が
結
び
つ
い
て
、

ニ
か
ら
ワ
に
お
い
て
、
た
ま
た
ま
「
遇
」
が
第
一
位
表
記
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
こ
と
が
分
か
る
。

（
£
）「
逢
」
が
第
一
位
表
記
で
あ
る
資
料
に
つ
い
て

【
表
】
中
、
カ
・
ヨ
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
ど
ち
ら
も
日
本
漢
文
で
書
記
さ

れ
た
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
、「
遇
」
と
同
様
、
一
資
料
中
で
他
の
表
記
を

併
用
す
る
。
し
か
し
、
表
記
と
意
味
用
法
の
区
別
が
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
文
脈
に
依
っ
た
た
め
に
「
逢
」
が
第
一
位
表
記
に
な
っ
た
わ

け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

日
本
漢
文
で
書
記
さ
れ
た
資
料
に
、「
遇
」
が
第
一
位
表
記
の
資
料
と
、「
逢
」

が
第
一
位
表
記
の
資
料
が
あ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
本
稿
の
筆
者
は
、
右
に

応
え
る
た
め
の
明
確
な
仮
説
を
得
て
い
な
い
が
、
日
本
漢
文
で
書
記
さ
れ
た
資

料
の
中
で
、「
逢
」
を
用
い
る
資
料
よ
り
も
「
遇
」
を
用
い
る
資
料
の
方
が
多

い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、（
注
２
）
に
掲
げ
た
色
葉
字
類
抄
（
三
巻
本
）

に
お
い
て
、「
遇
」
の
方
が
掲
出
順
位
が
高
い
こ
と
と
関
係
す
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
調
査
対
象
を
拡
げ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
¢
）「
會
」
が
第
一
位
表
記
で
あ
る
資
料
に
つ
い
て

【
表
】
中
、
タ
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
タ
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
宣
命
体
で

書
記
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
ア
フ
」
五
例
中
、「
會
」
は
二
例
の
み

で
、「
値
」「
遇
」「
相
」
が
一
例
ず
つ
用
例
の
存
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
タ
に

お
い
て
、「
會
」
が
第
一
位
表
記
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
第
二
位
表
記
と
の
差

が
小
さ
く
、
む
し
ろ
、
漢
字
表
記
と
仮
名
表
記
を
比
べ
て
、
漢
字
表
記
が
優
勢

だ
と
捉
え
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
の
中
で
、「
會
」
を
用
い
る
資
料
を
見
て
み
る
と
、

イ
で
の
使
用
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
イ
で
は
、「
値
」
と
同
様
に
集
全
体
に

亘
っ
て
「
會
」
が
分
布
し
て
い
る
。
ま
た
イ
の
他
に
も
、
八
資
料
（
ハ
・
レ
・

ト
・
チ
・
ル
・
ワ
・
カ
・
ヨ
）
で
用
例
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
漢
字
片

パ
ー

セ
ン
ト

パ
ー

セ
ン
ト
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仮
名
交
じ
り
宣
命
体
お
よ
び
日
本
漢
文
で
書
記
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら

に
お
い
て
は
、「
會
」
は
第
二
以
下
の
表
記
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
現
代

語
表
記
の
よ
う
に
「
ア
フ
」
の
代
表
的
な
表
記
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
な
い
。

（
∞
）
片
仮
名
が
第
一
位
表
記
で
あ
る
資
料
に
つ
い
て

【
表
】
中
、
レ
か
ら
ナ
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
全
て

片
仮
名
文
で
書
記
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
で
は
、
イ
・
ハ
・

タ
も
片
仮
名
で
書
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
宣
命
体
で
書
記
さ
れ
て
お

り
、
漢
字
表
記
が
第
一
位
表
記
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、（
∞
）
に
分
類
さ
れ
る
資
料
は
漢
字
と
仮
名
の
大
き
さ
に
大
差
が
な
く
、

漢
字
に
対
し
て
片
仮
名
の
量
が
多
い
印
象
を
受
け
る
資
料
群
で
あ
る
。

こ
こ
に
分
類
さ
れ
る
資
料
の
特
徴
を
内
容
の
観
点
か
ら
検
討
し
て
み
る
と
、

ま
ず
ツ
・
ネ
が
和
歌
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
和
歌
の
表
記
は
、「
値
」

が
第
一
表
記
で
あ
っ
た
イ
で
も
仮
名
表
記
さ
れ
る
。
ま
た
平
仮
名
文
の
ヤ
で
も

仮
名
表
記
さ
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
レ
は
説
教
の
聞
書
を
抄
写
し
た
も
の
、
ソ
は
仏
教
書
の
延
書
（=

も
と
も
と
漢
文
で
書
記
さ
れ
た
も
の
を
訓
読
し
た
資
料
）、
ナ
は
仏
教
入
門
書

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
仏
教
を
広
め
る
た
め
に
、
初
学
者
向
け
に
作
成
さ
れ
た
資

料
だ
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
、
ナ
は
「
遇
」
で
表
記
す
る
例
が
二
例
あ
る
。
次
の
例
で
あ
る
。

①
就
智
満
禅
師
遂
出
家
―遇
弘
景
律
師
（
巻
下
　
16
裏
３
）

②
最
三
蔵
度
人
授
戒
―遇
四
万
有
余
（
巻
下
　
16
裏
３
）

ど
ち
ら
も
、
日
本
漢
文
で
書
記
さ
れ
た
鑑
真
に
関
す
る
注
釈
で
あ
る
。
本
文

の
横
に
小
書
き
さ
れ
て
い
る
。（
™
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
院
政
・
鎌
倉
時
代

に
書
写
さ
れ
た
日
本
漢
文
に
は
、「
ア
フ
」
を
「
遇
」
で
表
記
す
る
資
料
が
多

い
。
こ
の
こ
と
と
ナ
の
注
で
「
遇
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
関
連
が
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ナ
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て
は
、
例
外
と
し
て
右
の
よ
う

に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
文
の
表
記
に
着
目
し
て
み
る
と
、
ナ
で
は
「
ア

フ
」
全
例
が
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、（
∞
）
に
分
類
し
た
。

（
§
）
平
仮
名
が
第
一
位
表
記
で
あ
る
資
料
に
つ
い
て

【
表
】
中
、
ラ
か
ら
マ
、
す
な
わ
ち
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
全
て
の
平
仮
名

文
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

ヤ
・
マ
に
つ
い
て
は
、
漢
字
表
記
す
る
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

例
を
示
す
。

ま
ず
、
ヤ
で
漢
字
表
記
す
る
用
例
を
全
て
示
す
。

①
毎
年
に
―遇
と
は
す
れ
（
と
）
織
女
の
ぬ
る
よ
の
か
す
そ
す
（
く
）
な
雁
け

る
（
巻
四
　
197
）

②
今
夜
こ
む
人
に
は
―遇
し
織
女
の
ひ
さ
し
き
程
に
あ
え
も
去
年
す
れ
（
巻

四
　
181
）

③
か
く
し
つ
ヽ
と
に
も
か
く
に
も
な
か
ら
へ
て
君
か
八
十
ち
に
―遇
由
も
鉋
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（
巻
七
　
347
）

④
し
た
の
帶
の
み
ち
は
方
々

（
と
）

も
行
め
く
り
て
も
―逢
と
そ
思
（
巻

八
　
405
）

⑤
わ
す
れ
草
た
ね
と
ら
ま
し
を
―逢
事
の
糸
か
く
か
た
き
物
と
し
り
や
は

（
巻
一
五
　
765
）

⑥
老
ら
く
の
來
と
知
せ
は
門
・
て
無
と
答
て
―逢
さ
ら
猿
子
尾
（
巻
一

七
　
895
）

ヤ
で
は
、「
ア
フ
」
七
十
九
例
中
、「
逢
」「
遇
」
が
三
例
ず
つ
使
用
さ
れ
て

い
る
。
全
て
の
例
が
和
歌
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
平
仮
名
で
他
の
表
記
す
る
例

と
、
①
か
ら
⑥
に
意
味
上
の
相
違
は
見
出
せ
な
い
。

次
に
、
マ
で
漢
字
表
記
す
る
用
例
を
全
て
示
す
。

⑦
道
信
中
将
―遭
父
（
巻
上
・
目
次
）

⑧
西
三
條
殿
若
君
―遇
百
鬼
夜
行
（
巻
下
・
目
次
）

マ
で
は
、
巻
頭
に
あ
る
目
次
の
「
ア
フ
」
で
漢
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
目

次
は
日
本
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
本
文
の
「
ア
フ
」
は
全
て
平
仮
名

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
マ
で
は
、
目
次
と
本
文
の
差
、
す
な
わ
ち
、
日
本

漢
文
と
平
仮
名
文
の
差
が
「
ア
フ
」
の
表
記
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
に
見
ら
れ
る
表
記
と
そ
れ
を
第
一
位
表
記

と
す
る
資
料
の
関
係
に
つ
い
て
、
表
記
体
と
内
容
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、
ど
の
よ
う
な
表
記
体
で
書
記
さ
れ
た
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
資

料
か
と
い
う
こ
と
が
、
ど
の
表
記
を
第
一
位
の
表
記
と
す
る
か
と
い
う
こ
と
と

（
書
記
者
の
意
識
の
有
無
は
さ
て
お
き
）
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

仮
説
を
示
し
た
。
表
記
ご
と
に
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

「
値
」
―
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
宣
命
体
お
よ
び
日
本
漢
文
で
書
記
さ
れ
た

仏
教
関
係
の
資
料
で
第
一
位
表
記
と
し
て
使
用
さ
れ
る

「
遇
」「
逢
」
―
日
本
漢
文
で
第
一
位
表
記
と
し
て
使
用
さ
れ
る

片
仮
名
―
片
仮
名
文
で
書
記
さ
れ
た
、
初
学
者
向
け
の
仏
教
書
お
よ
び

和
歌
で
第
一
位
表
記
と
し
て
使
用
さ
れ
る

平
仮
名
―
平
仮
名
文
で
書
記
さ
れ
た
資
料
で
第
一
位
表
記
と
し
て
使
用
さ

れ
る

「
會
」「
遭
」「
合
」「
相
」
―
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
宣
命
体
お
よ
び
日
本
漢

文
で
第
二
位
以
下
の
表
記
と
し
て
使
用
さ
れ
る

「
對
」「
遘
」
―
本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
資
料
中
で

の
み
使
用
さ
れ
て
お
り
、
実
態
が
明
ら
か
で
な
い

３
　
研
究
の
成
果
と
今
後
の
課
題

本
稿
で
は
、
四
段
活
用
動
詞
「
ア
フ
」
の
表
記
に
つ
い
て
、
院
政
・
鎌
倉
時

代
に
書
写
さ
れ
た
資
料
を
調
査
し
、
仮
名
表
記
の
ほ
か
、
漢
字
表
記
と
し
て

「
値
」「
遇
」「
逢
」「
會
」「
遭
」「
合
」「
相
」「
對
」「
遘
」
が
使
用
さ
れ
て
い

別
る
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る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
は
ど
の
よ
う
な
用
字
法
が
認
め
ら

れ
る
か
を
二
つ
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
。

ま
ず
、
漢
字
表
記
が
意
味
用
法
と
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
を
検
討

し
た
。
そ
の
結
果
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
で
は
、「
値
」
は
〈
逢
会
〉〈
遇

機
〉
と
し
て
、「
遇
」
は
〈
逢
会
〉〈
遇
機
〉
と
し
て
、「
逢
」
は
〈
逢
会
〉〈
遇

機
〉
と
し
て
、「
會
」
は
〈
逢
会
〉〈
遇
機
〉
と
し
て
、「
遭
」
は
〈
逢
会
〉〈
遇

機
〉
と
し
て
、「
合
」
は
〈
逢
会
〉〈
合
致
〉
と
し
て
、「
相
」
は
〈
逢
会
〉
と

し
て
、「
對
」
は
〈
逢
会
〉
と
し
て
、「
遘
」
は
〈
遇
機
〉
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。「
相
」「
對
」「
遘
」
は
、
漢
字
表
記
と
意
味
用
法
が

対
応
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
の
な
か

に
こ
れ
ら
の
漢
字
表
記
の
用
例
が
少
な
か
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ

ず
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
課
題
が
残
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
で
は
、「
値
」
が
〈
逢
会
〉〈
遇
機
〉
の
用
法
に
お

い
て
仏
教
的
な
文
脈
で
用
い
ら
れ
た
り
、〈
合
致
〉
の
用
法
に
は
す
べ
て
「
合
」

が
用
い
ら
れ
た
り
す
る
一
方
、「
値
」「
合
」
の
中
に
こ
れ
に
該
当
し
な
い
用
例

が
あ
る
。
ま
た
、
出
会
う
（
遭
遇
す
る
）
こ
と
の
偶
然
性
や
、
出
会
う
（
遭
遇

す
る
）
対
象
へ
の
好
悪
に
よ
っ
て
、
特
定
の
漢
字
表
記
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は

な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
代
語
表
記
の
よ
う
に
、
表
記
と
意
味

用
法
が
同
時
代
人
の
共
有
知
と
し
て
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
資
料
に

よ
っ
て
用
字
法
に
揺
れ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
こ
で
個
別
の
資
料
に
見
ら
れ
る
特
性
を
越
え
た
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
用

字
法
を
探
る
た
め
、
表
記
と
そ
れ
を
第
一
位
表
記
と
す
る
資
料
に
ど
の
よ
う
な

関
係
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
を
表
記
体
ご
と
に

述
べ
る
な
ら
ば
、
漢
字
と
平
仮
名
で
書
記
さ
れ
た
資
料
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ

た
資
料
の
す
べ
て
で
平
仮
名
表
記
が
優
勢
で
、
日
本
漢
文
で
書
記
さ
れ
た
資
料

に
は
、「
遇
」
が
優
勢
な
資
料
と
、「
逢
」
が
優
勢
な
資
料
が
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
漢
字
と
片
仮
名
で
書
記
さ
れ
た
資
料
は
、
宣
命
体
で
書
記
さ
れ
た
資
料

で
は
漢
字
表
記
が
優
勢
で
、
漢
字
と
仮
名
が
同
じ
大
き
さ
で
書
記
さ
れ
た
資
料

で
は
仮
名
表
記
が
優
勢
で
あ
っ
た
。
表
記
体
に
共
通
し
て
優
勢
な
表
記
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
点
が
表
記
体
と
し
て
の
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
表
記
体
ご
と
の
特
徴
は
、
四
段
活
用
動
詞
「
ア
フ
」
に
の
み
見

ら
れ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
行
っ
た
よ

う
な
、
書
写
年
代
に
着
目
し
た
資
料
の
精
選
に
基
づ
く
検
討
を
通
し
て
、
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

【
注
】

＊
１
　
峰
岸
　
明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
八

六
年
）
で
は
、
古
記
録
の
表
記
や
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
副
詞
の
表
記
に
つ
い
て
、

佐
藤
武
義
『
今
昔
物
語
集
の
語
彙
と
語
法
』（
明
治
書
院
　
一
九
八
四
年
）
で
は
、
今

昔
物
語
集
の
形
容
詞
の
表
記
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
深
野
浩
史
『
同
訓

異
字
使
用
史
の
研
究
　
中
古
・
中
世
を
中
心
に
』（
笠
間
書
院
　
二
〇
〇
九
年
）
で

は
、「
儒
家
編
著
文
献
（
本
朝
文
粋
・
説
話
集
・
往
生
伝
）」「
仏
家
編
著
文
献
（
説

話
・
験
記
）」「
平
家
物
語
・
太
平
記
」
に
お
け
る
副
詞
四
語
の
表
記
に
つ
い
て
ま
と

め
ら
れ
た
。
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＊
２
「
色
葉
字
類
抄
」（
前
田
家
本
　
巻
下
　
阿
辞
字
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

＼

會
ア
フ

黄
外
反

＼

遇
＼

相
＼

逢
＼

値

對

觀
＼

遭
―
喪

＼

遘
（
三
十
六
字
省
略
）
侑
已
上
會
也

＊
３
　
磯
貝
淳
一
「
和
化
漢
文
に
お
け
る
「
ア
フ
」
の
用
字
に
つ
い
て
―
和
漢
混
淆
文
と
の

比
較
か
ら
」（
新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部
国
語
国
文
学
会
『
新
大
国
語
』
第
二
九
号

二
〇
〇
三
年
）
で
は
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
和
化
漢
文
資
料
を
研
究
の
対

象
と
し
、
表
記
と
用
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
、「
逢
―
逢
会
　
遇
―
逢
会
・
遇
機

値
―
逢
会
・
遇
機
　
合
―
逢
会
・
合
致
　
会
―
逢
会
　
遭
―
遇
機
」
と
整
理
さ
れ

た
。
ま
た
、「
和
化
漢
文
と
和
漢
混
淆
文
共
に
「
値
」「
合
」「
会
」「
相
」「
逢
」「
遇
」

「
遭
」
と
い
う
七
種
類
の
表
記
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
ち
な
が
ら
も
、
資
料
に
よ
っ

て
選
択
の
幅
（
用
字
の
種
類
）
が
異
な
」
る
（
一
三
九
頁
）
と
ま
と
め
ら
れ
た
。
本

稿
で
取
り
上
げ
る
資
料
は
、
磯
貝
（
二
〇
〇
三
）
と
重
複
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
対

象
と
し
た
資
料
を
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ
た
資
料
に
限
定
し
た
上
で
調
査
資
料

を
増
や
し
、
新
た
な
観
点
か
ら
分
析
し
た
た
め
、
公
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

＊
４
　
拙
稿
「
鈴
鹿
本
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ア
フ
」
を
表
す
漢
字
の
用
法
に
つ

い
て
」（
広
島
大
学
国
語
教
育
会
『
国
語
教
育
研
究
』
第
五
〇
号
　
二
〇
〇
九
年
）、

同
「
平
家
物
語
諸
本
に
お
け
る
四
段
活
用
動
詞
「
ア
フ
」
の
用
字
に
つ
い
て
」（
訓
点

語
学
会
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
一
二
四
輯
　
二
〇
一
〇
年
）

＊
５
　
本
稿
で
は
、
先
学
に
従
っ
て
応
徳
三
（
一
〇
八
六
）
年
か
ら
建
久
二
（
一
一
九
一
）

年
の
間
を
院
政
時
代
、
建
久
三
年
か
ら
建
武
二
（
一
三
三
五
）
年
の
間
を
鎌
倉
時
代

と
し
、
こ
の
期
間
に
書
写
さ
れ
た
資
料
を
研
究
の
対
象
と
し
た
。
院
政
・
鎌
倉
時
代

に
成
立
し
た
資
料
で
あ
っ
て
も
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ
た
資
料
が
残
っ
て

い
な
い
場
合
は
、
研
究
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
。

＊
６
　
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ
た
資
料
に
は
、
一
資
料
中
に
「
ア
フ
」
を
漢
字
表

記
す
る
場
合
と
仮
名
表
記
す
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、「
ア
フ
」
の
仮
名
表
記
例
し
か

な
い
資
料
も
あ
る
。
仮
名
表
記
例
を
除
外
す
る
と
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
、

「
ア
フ
」
が
ど
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
た
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
漢
字
表
記
に
よ

る
側
面
に
つ
い
て
応
え
る
に
留
ま
る
と
考
え
た
た
め
、
仮
名
表
記
例
に
つ
い
て
も
考

察
す
る
こ
と
に
し
た
。

＊
７
　
用
例
を
引
用
す
る
に
あ
た
り
、
考
察
対
象
と
し
た
用
例
に
は
傍
線
を
付
し
た
。
ま

た
、「
ア
フ
」
と
訓
読
す
る
も
の
以
外
は
現
行
の
新
字
体
に
改
め
、
訓
点
は
で
き
る
限

り
反
映
し
た
（
声
点
・
合
符
は
省
略
し
た
）。
宣
命
体
で
書
か
れ
た
資
料
の
用
例
も
漢

字
と
仮
名
を
同
じ
大
き
さ
で
示
す
。

＊
８
　
地
の
文
や
会
話
文
で
「
仏
ニ
ア
フ
」
と
表
現
さ
れ
る
例
と
、
釈
迦
自
身
が
「
我
ニ

ア
フ
」
と
発
話
す
る
例
（
以
下
、
併
せ
て
「
仏
ニ
ア
フ
」「
我
ニ
ア
フ
」
表
現
と
い

う
）
を
計
上
し
た
（
地
蔵
菩
薩
や
仏
像
な
ど
は
除
外
し
た
）。
用
例
を
挙
げ
た
仏
教
説

話
集
や
、
三
宝
絵
詞
（
上
巻
）
以
外
で
は
、
今
昔
物
語
集
（
巻
二
）
で
用
例
が
確
認

で
き
た
。
今
昔
物
語
集
（
巻
二
）
で
「
仏
ニ
ア
フ
」「
我
ニ
ア
フ
」
表
現
に
用
い
ら
れ

る
漢
字
は
次
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
。

右
表
よ
り
、「
遇
」「
會
」
は
、
第
三
〇
話
で
の
み
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
用
例
を
出
現
順
に
掲
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
「（
前
略
）
我
ニ
―會
ヘ
ル
故
ニ
阿
那
含
果
ヲ
得
タ
ル
也
」（
会
話
（
仏→

阿
難
））

・
「
毘
舎
離
ノ
前
世
ニ
何
ナ
ル
福
ヲ
殖
テ
　
仏
ニ
―遇
奉
テ
道
ヲ
得
リ
」（
会
話
（
阿
難

→

仏
））

・
「
生
レ
ム
所
ニ
ハ
豪
貴
ノ
人
ト
生
レ
テ
常
ニ
母
子
ト
成
テ
仏
ニ
―遇
奉
テ
道
ヲ
得
ム
」

（
老
女
と
三
二
人
に
よ
る
願
）

・
仏
ニ
―遇
奉
ル
ニ
依
テ
道
ヲ
事
　
如
此
シ
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
（
結
語
）
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會 遇 値
表
記
説
話
番
号

2 8

3 9

2 10

1 11

2 12

2 13

2 15

2 17

2 18

1 19

1 28

1 3 30

1 31

1 32

2 36

2 40

1 3 26 計

牛
具
反

息
食
（
マ
マ
）反

符
容
反

直
吏
反



第
三
〇
話
で
は
、「
仏
ニ
ア
フ
」
に
は
「
遇
」
に
「
奉
」
を
後
接
し
、「
我
ニ
ア
フ
」

に
は
「
會
」
を
用
い
て
い
る
。
他
の
説
話
に
お
い
て
は
、「
我
ニ
ア
フ
」
に
は
「
値
」

を
、「
仏
ニ
ア
フ
」
に
は
「
値
」
に
「
奉
」
を
後
接
す
る
こ
と
で
、
釈
迦
へ
の
敬
意
を

表
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
昔
物
語
集
の
編
著
者
は
「
仏
ニ
ア
フ
」「
我
ニ
ア

フ
」
表
現
に
つ
い
て
、「
値
」
を
用
い
る
（
か
つ
、「
仏
ニ
ア
フ
」
の
場
合
は
「
奉
」

を
後
接
す
る
こ
と
で
、
釈
迦
へ
の
敬
意
を
表
す
）
と
い
う
基
本
的
な
方
針
を
持
ち
つ

つ
も
、
第
三
〇
話
に
お
い
て
は
、「
ア
フ
」
の
表
記
を
変
え
る
こ
と
で
、
両
者
を
区
別

し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、「
仏
ニ
ア
フ
」「
我
ニ
ア
フ
」
表
現
を
依
拠
資
料
と
比
較
し
て
み
る
と
、「
遇
」

二
例
と
「
會
」
が
依
拠
資
料
で
「
値
」
と
な
っ
て
お
り
、「
遇
」
の
一
例
は
依
拠
資
料

に
同
文
的
箇
所
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
値
」
は
依
拠
資
料
と
表
記
が
一
致

す
る
例
が
一
〇
例
（
38.5

）
あ
る
一
方
、
依
拠
資
料
と
表
記
が
異
な
る
例
が
五
例

（「
遭
値
」
三
例
、「
遇
」
一
例
、「
遭
」
一
例
）、
依
拠
資
料
に
同
文
箇
所
が
な
い
例
が

一
一
例
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
仏
ニ
ア
フ
」「
我
ニ
ア
フ
」
表
現
に
見
ら
れ
る
表
記
の
選

択
は
、
依
拠
資
料
の
影
響
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
今
昔
物
語
集
の
編
著
者
の
意
図
が

働
い
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
比
較
し
た
本
文
に
異
同
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
問
題
も
残
る
が
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
本
文
で
は
異
同
が
確
認
で
き
な
か

っ
た
。

＊
９
「
遘
」
は
本
朝
文
粋
に
お
い
て
「
陰
陽
精
遘―アヘル
二
・
萬
象
一
」（
巻
三
・
対
策
）
の
用
例

が
一
例
あ
る
の
み
で
あ
る
。

＊
10

本
稿
で
取
り
上
げ
る
往
生
要
集
の
用
例
に
付
し
た
訓
点
は
、
院
政
期
末
に
加
点
し

た
と
さ
れ
る
墨
書
の
訓
点
で
あ
る
。

＊
11

こ
こ
で
用
例
に
挙
げ
た
続
本
朝
往
生
伝
で
は
、「
ア
フ
」
の
表
記
と
し
て
「
逢
」（
三

例
）、「
遭
」（
一
例
）、「
會
」（
一
例
）
が
用
い
ら
れ
、「
値
」
は
用
い
ら
れ
な
い
。
こ

の
よ
う
な
資
料
に
お
い
て
は
、
仏
教
に
関
係
す
る
も
の
と
遭
遇
す
る
と
き
に
、「
値
」

以
外
の
表
記
が
用
い
ら
れ
る
。

＊
12

刀
田
（
二
〇
一
〇
）（
前
掲
（
注
４
））
で
は
、
増
補
本
系
の
平
家
物
語
諸
本
で
、

「
合
」
が
〈
合
致
〉
の
用
法
に
使
用
さ
れ
る
一
方
、〈
逢
会
〉〈
遇
機
〉
の
用
法
と
し
て

も
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
増
補
本
系
の
な
か
に
は
「
舞
ノ
袖
モ
拍
子

ニ
―相
テ
」（
延
慶
本
　
三
本
）
の
例
が
あ
り
、〈
合
致
〉
の
用
法
の
場
合
に
必
ず
し
も

「
合
」
が
使
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
現
段
階
で
類

例
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
た
め
、
例
外
的
な
用
字
で
あ
る
可
能
性
も
残
っ
て
い
る
）。

＊
13
【
表
】
中
、
ケ
・
フ
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
ケ
は
「
相
」
と
片
仮
名
で
表
記
す
る
例

が
、
フ
は
「
相
」
と
「
對
」
が
同
数
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
相
」
は
、
本
稿
で
取
り
上

げ
た
資
料
の
中
で
は
、
六
資
料
（
イ
・
ワ
・
ヨ
・
タ
・
ケ
・
フ
）
で
用
例
が
確
認
で

き
る
。
こ
の
う
ち
、
四
資
料
（
イ
・
タ
・
ケ
・
フ
）
は
漢
字
と
片
仮
名
で
書
記
さ
れ

た
資
料
で
あ
る
。〈
逢
会
〉
の
意
味
用
法
で
の
み
、
用
例
が
確
認
で
き
る
が
、
2.2
で
示

し
た
よ
う
に
他
の
漢
字
表
記
と
同
様
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
特
定
の
意
味
が
付
与
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
相
」
を
使
用
す
る
資
料
が
少
な
く
、
使
用
し
た
と
し
て

も
用
例
数
が
少
な
い
た
め
、「
相
」
と
そ
れ
を
使
用
す
る
資
料
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に

あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
す
る
。

＊
14
「
合
」
は
、
増
補
本
系
の
平
家
物
語
諸
本
で
第
一
位
の
漢
字
表
記
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
前
掲
（
注
４
）
刀
田
（
二
〇
一
〇
））。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
稿

で
調
査
し
た
以
外
の
資
料
に
お
い
て
、「
遭
」「
合
」「
遘
」
が
主
要
な
表
記
で
あ
る
可

能
性
も
残
っ
て
い
る
。

＊
15

今
昔
物
語
集
は
、
巻
一
か
ら
五
が
天
竺
部
、
巻
六
か
ら
一
〇
が
震
旦
部
、
巻
一
一

か
ら
二
〇
が
本
朝
仏
法
部
、
巻
二
一（
欠
巻
）
か
ら
三
一
が
本
朝
世
俗
部
に
分
類
さ
れ

る
。
今
昔
物
語
集
全
体
を
調
査
し
て
み
る
と
、
集
の
前
半
で
「
遇
」「
逢
」「
遭
」「
相
」

が
出
現
す
る
と
い
う
特
徴
は
あ
る
も
の
の
、「
逢
」「
遭
」
は
集
全
体
で
各
一
例
、「
相
」

は
二
例
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
有
意
差
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

―
と
だ
・
え
み
こ
、
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
在
学
―

パ
ー

セ
ン
ト
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